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人工造林地に更新した有用広葉樹の育成技術

I B厩矣扌旦当者

関西支所育林部造林研究室 渭野嘉之

II 零冒

北陸・山陰の国有林で広葉樹を混成するスギ人工林16林分の構造を調べた。林齢は1〇〜 

19年生,標高は32〇〜1340m,最深積雪は1.〇〜3.8mの範囲内にある。よく見られたのは力 

エデ属やコナラ属,クマシデ属の種,ホオノキなどで,全体に占める広葉樹の胸高断面積 

合計(BA)比は7〜76%であった。広葉樹が多いのはスギの樹高成長の悪い林で,斜面位置 

が上部で,倾斜のきつい場合であった。方位はほとんど影額を及ぼしていなかった。家具 

材として用いられる(従って材価の高い)広葉樹が全広葉樹に占める本数比は,広葉樹の 

BA比とほぼ反比例の関係にあった。広葉樹の少し混じった林では,その広葉樹が材価の高 

いものである可能性が高く,一方,広葉樹のたくさん混じった林では,材価の高い広葉樹 

は必ずしも多くないことになる。立地が悪くなりスギ造林木の成長が衰えるに従って広葉 

樹が増え,しかし,材価の高い広葉樹は増えないという傾向に基づいて,広葉樹を混生す 

るスギ人工林をタイプ分けし,除伐期の広葉樹の取り扱いについて考察した。

III 喜式厩灸目白勺

多雪地のスギ人工林には天然生の広葉樹がしばしば混生しているが,その育成方針は必 

ずしも定まっていない。原因の第一は広葉樹の組成や立地との関係が分かっていないこと 

にあると考えられるので,まず,若い人工林で広葉樹の実態を調べ,除伐期の林の取り扱 

いについて考察した。

なお,本試験は河原輝彦•関西支所造林研究室長(現:企画調整部海外森林環境変動チ 

ーム長)が企画したもので,著者は調査とデータの取りまとめを担当した。また,成果の 

概要は102回日本林学会大会で発表した(渭野,投稿中)。

IV 試厩黄の方•V去と糸吉早

1•方法

北陸・山陰の国有林で広葉樹が混じるスギ人工林16林分(図］.)を選び,構造と環境を
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調べた。うち10林分は金沢,福井,大津,京都,鳥取,松江の各営林署が調べた。調査林 

分の慨況を表1に示した。林齢は1〇〜19年,標高は32〇〜1340% 最深積雪は1.〇〜3.8mの範 

囲内にある。調査ブロットの大きさは木の高さにあわせて7x7m〜12X1411)とし,胸高直径 

1〜4cm以上の木の種を判別し,大きさを調べた(資料参照)。4林分では調査の2〜3年前 

に除伐が行われていたが,伐り口の下で幹直径を測るなど,除伐の影響を除くように努め 

た。

ただし,萌芽能力などには種間差があるので,除伐の影響がすべて取り除かれたわけで 

はない。

図1•調査地

2.結果

1)広葉樹の組成と立地の影響

林全体の胸高断面積合計(BA)に占める広葉樹の割合(以下,広葉樹のBA比)は林分に 

よって異なり,7-76%の範囲内にあった。幹はスギよりも若いものがほとんどで,下刈期 

問中かその後に発生したものであった。よく出現したのはカエデ属やコナラ属,クマシデ 

属の種,ホオノキ,ミズキ,クリなどであった。

広葉樹の多舞にどのような要因が関係しているかを調べるために,広葉樹のBA比につい 

て斜面の傾斜角と位置,方位の3要因を取り上げ,分散分析を行った(表2 ) 〇傾斜角は3

表2 .分敏分析表

f S V F0 S, P(%)

斜面傾斜角 2 944.6 472.3 2.47 561.8 12.2

斜面位置 1 2241.3 2241.3 11.71 2049.9 44.4

斜面方位 1 280.3 280.3 1.46 88.9 1.9

(e) 6 1148.5 191.4 1914.2 41.5

T 10 4614.7 100.0
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水準とし,0-15°未満,15〜30°未満,3〇〜40。に分けた。位置は2水準で上部と中下 

部,方位も2水準で南向きとその他に分けた。その結果,斜面位置の主効果が統計的に有 

意(危険率5%)となり,斜面位直が上部であると広葉樹の割合が増えることが明らかとな 

った。寄与率は44%と大きかった。斜面の傾斜角は統計的には有意とはならなかったが, 

F値は2.47と比較的大きく,関係がないとはいえなかった。寄与率も12%で無視できない。 

一方,方位はほとんど影響を及ぼしていなかった。図2に斜面の位置,傾斜角と広葉樹の 

BA比の関係を示した。この図を見ると,傾斜角の影響もかなり大きく,急傾斜になるにつ 

れて広葉樹のBA比は大きくなっている。なお,最大租雪深も広葉樹の多篡に関係する可能 

性が大きいが,調査プロットの正確な積雪深は調べられていないので,今回はその影辔を 

亲められなかった。

広葉樹による被壓の影響を除くために,スギの最大樹高が広葉樹よりも高い林を選び, 

広葉樹の多舞とスギの最大樹高,林齢の関係を求めた(図3) 〇広葉樹が多いのは最大樹 

高の成長の悪い林であった。スギの樹高成長が悪く成林が遅れた結果,広葉樹が侵入した 

と考えられる。

家具材として用いられる(従って材価の高い)広葉樹(表3)の全広葉樹に占める本数 

比は,広葉樹のBA比とほぼ反比例の関係にあった(図4 ) 〇すなわち,広葉樹の少し混じ 

った林ではその広葉樹が材価の高いものである.可能性が高く,一方,広葉樹のたくさん混

図2.斜面の位置、傾斜角と広葉樹のBAi匕 
斜面位置:〇上部、X中部、•下部

図3•林齢とスギの最大樹高 
広葉樹のBA比:〇<10%5・
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表3.家具として用いられる広葉樹で多雪地のスギ人工林に出現するもの ぐ,より作成)

20 40 60 80 100
広瓢の6 A比(X)

図4 の8A比と廿を家貝に用いられ

ている広菜樹力筐広菓即こ占める本数比

じった林では材価の高い広葉樹は必ずしも多くないことになる。

立地が悪くなりスギの成長が衰えるに従って広葉樹が増え,しかし,材価の高い広葉樹 

は増えないという上記の傾向は,大阪営林局計画課"が鳥取営林署管内で行った一連の斜 

面のトランセクト調査の結果からも読み取れるが,今回の解析によって広く 一般化できる 

可能性が開かれた。こうした関係にもとづいて,広葉樹を混生するスギ人工林をタイプ分 

けすることができよう。

なお,広葉樹の組成には前植生や下刈り方法などの影響も及んでいると考えられる。赤 

井ら小谷•矢田いは,それぞれ滋賀県マキノ町,石川県白峰村の事例を調べて,潔癖 

な下刈りが有用樹を失わせることを報告している。また,大原・小野寺6>は鳥海山館の事 

例を調べ,人工林の広葉樹に比べて天然林の皆伐再生林に有用樹が少なかったことから,
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赤井らとは反対に,適度な下刈りがむしろ必要であると述べている。下刈りの評価が逆に 

なっているのは,恐らく下刈り条件以外の要因の影響が強く現れているためであろう。こ 

こでは,これらの成果の当否を直按云々することはできないが,さきに述べたとおり,除 

伐期の林の広葉樹の量や組成には立地の影響が強く及んでおり,下刈りの影響評価に当た 

っては立地の影響も十分に考慮する必要があると考えられる。今後,多くの事例を集める 

必要があろう。

2) 除伐期の広葉樹の取り扱いについて

図4の傾向をもとに考えると,広葉樹が少数(BA比でおよそ10%以下)混生する林では, 

広葉樹を残してもよく,伐ってスギの純林としてもよいであろう。広葉樹は局所的にまと 

まつていることが多いので,除伐に当たっては配置を考え,形質の良いものを優先して残 

す。

一方,広葉樹の多い(BA比でおよそ40%以上)林では,まともな木材生産は期待できそ 

うにないので,広葉樹には項境保全の役割を期待すべきであろう。樹高成長が悪いなど自 

然条件はスギにとっては厳しく,これまでの方針にこだわってスギの純林化を目指すのは 

よくない。兵庫・鳥取県境にある氷ノ山(標高1510m)で観察したところ,天然スギ林中 

の若い小林分も,天然スギ林を皆伐して造った不成績人工林も相観や種組成に大差はなく, 

不成績人工林であっても長い時間(尾根の直径40cmクラスの天然スギの伐根の齢は約250 

年,同じく山腹斜面の60cmクラスは約200年であった)をかけて,スギの天然林とさして 

変わらない構造や機能が発達していくものと考えられる。

広葉樹の混生が中庸の林の扱いには迷うが,そうした林で家具材として用いられる広葉 

樹とその他の広葉樹を比べたところ,前者は概して樹高が低く,後者に被壓され気味であ 

った。除伐を行わないと,材価の高い広葉樹は減スことになりそうである。

3) 残された問題点

「林のタイプ分けに利用できる法則性」

育成方針を作る手順には,①林をタイプ分けし,②タイプ別に育成目標を設け,③目標 

達成に効果的な施業を示すの三つがある。図4のような関係は,①や②に役立つ可能性が 

あるので,もっと多くの事例を集めて傾向を確かなものにする必要がある。広葉樹の種組 

成や林の環境が異なれば,得られる関係も変わる可能性がある。

「大きく健全に育つか」

②に関連しては,除伐期以降の問題,例えば,有望な種が多雪条件下で大きく健全に育 

っかどうかについて知識を集める必要がある。金沢営林署で聞いたところによると,カエ 

デの仲間は雪圧で倒伏しやすく,大きく育たないという。寡雪地では亜高木〜高木となる 

リョウブやミズキも氷ノ山(前出)の豪雪地では雪で倒れて高木階に達することができず, 

低木階で開花,結実して生活環を完結させていた。また,氷ノ山の天然林の広葉樹やスギ 

の大径木には心腐れや,雪圧が原因と推定されるピス付近の心材の割れが高い頻度で見ら 
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れた。こうした広葉樹各種の形質の実態を高齢の人工林や天然スギ林で広く調べる必要が 

あろう。

「目標は動くのである」

広葉樹の伐期は一般に長く,また,スギも根曲がりを起こしたものでは伐期を長くせざ 

るを得ないであろう。林分構造の予測が重要ではあるが,あまり長期の予測は困離である。 

今日では除伐,雪起こしなどの保育の集約度がかってとは大きく異なるため,古い林を調 

ベても若い林の将来を占うことにはならない場合が多い。遠い将来の目標を無理に立てる 

ことは可能ではあっても意味は薄い。施業指標林のような林で種々の施業を試み,実態に 

即して近い将来(1〇〜20年先)の目標をたてつつ,気長に林を育てていくことが望ましい。

「造林学の立埸からは」

今回は研究旅費と時間の制約から,対象を多雪地のスギ人工林に限ったが,広葉樹の混 

生した人工造林地にはこのほかにも様々なものがある。広葉樹の活用は,例えば,ヒノキ 

の単純林など針葉樹の単作が種々の理由で好ましくない場合にも望まれることである。た 

だし,一口に広葉樹といっても性質の異なった様々なものがあり,自然の植生から離れて 

特定の目的種だけを増やそうとするのは,森林の健康上も林業技術的にも好ましくない。 

多種の広葉樹が混生した状態をある程度は保ちつつ,生産をあげていくことが望ましい。 

この意味で,未•低利用広葉樹の利用法を開拓す・ること,その更新と施業法との関係を明 

らかにすることがともに重要である。造林学の立場からは,後者の基礎となる広葉樹各種 

の生應的性質の解明に,まずは,取り組まなければならないと考えられる。
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No.8鳥取営林署小船山国有林32り調査面禎144m

SF DB
(C

H 
m)

H 
(m)

樹形 SP D 
(

BH 
cm)

H 
(m )

樹形
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B 
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コシア・ラ 
］シア7‘ラ 
rjIT ラ 
キハダ 
ュシアフ‘ラ 
ュシア7‘ラ 
コシア7‘ラ 
コシアフ.ラ 
ホオノキ 
ホオノキ 
ミズナラ 

アス.キナシ 
コシア7‘ラ 
ホオノキ 
ミズナラ 
コシアフ"ラ 
ミズキ

8 ホオノキ 
ホオノキ 
リョウブ 

コシアフ,ラ 
ミズキ

5 ミズメ 
ホオノキ 
リョウブ 

コシアフ・ラ 
ナナカマト’ 
リョウブ 
］シアフ‘ラ 
キハダ 
ナナカマト、' 
ナナカマト. 
ナナカマト’

7 ナナカマト.
5 ナナカマド
7 リョウブ
5 コシアフ、、ラ

3777.ラ 
タラノキ 
キハダ 
ウワミス.グクラ

4 リョウブ
4 ハリギリ

コシアフ,ラ 
クロモジ 
ホオノキ

SP. DBH H SP. DBH H 
(cm) (m) (cm) (m)

4 タラノキ 3 ミズナラ
5 ホオノキ 7 ムシカリ
5 ノリウ舛・ 5 ホオノキ
5 Uシアフ.ラ 6 リョウブ
6 キハダ 5 キハダ

ウワミス.リ.クラ 3 ナナカマト.
ウワミスつ'、クラ 3 アス・キナシ
ウワミス.リ.クラ 4 ミズメ
ウワミス.り、、クラ 4 ホオノキ
：!シアフ.ラ 4 ホオノキ
［シアフ‘ラ 2 コシアアラ

3 コシアフ.ラ 3 ノリウ舛"
3 ホオノキ 5 ノリウ舛.
5 ハウチワカエテ. 2 3 ノリウッド
3 ホオノキ 2 リョウブ
3 キハダ 6 ホオノキ
5 Iシアフ.ラ 3 クロモジ
5 ホオノキ 2 ハウチワカIデ
4 ナナカマト’ 3 アス、'キナシ
6 アス.キナシ 1 リョウブ
4 ホオノキ 7 ミズメ
5 キハダ 7 キハダ
5 ホオノキ 1 キハダ
6 ナ切マト、' 4 ヤマウルシ
4 ナナカマト’ 4 ホオノキ
3 ミス''ナラ 4 キハダ
6 ホオノキ 7 キハダ
4 ホオノキ 3 キハダ

ホオノキ 7 スギ(天然)
3 ホオノキ 7 ナナカマド

ホオノキ 4 キハダ
ナナか?卜. 2 ウワミス・圻クラ
ブナ 1 ミズキ
ミズメ 2 ミズキ
ミズメ 4 5 ミズキ
nシアフ.ラ 5 ナナカマド
Uシアフ'' 7 4 ナナカマド
ミズメ 6 1シアアラ
ミズナラ 3 ］シアアラ

ュシアフ.ラ 8 コシアナラ
ナナ芥?卜、' 2 ウリ时”カエデ
リョウブ 2 ナナカマド
クロモジ 2 ナナカマド
キハダ 5 コシアフ.ラ
クロモジ 2 37 Tラ
リョウブ 2 キハダ
ミズナラ 2 ミズメ

コシアフ.ラ 5

ナナカマド 
ナナカマド 
ナナカマト, 
ナナカマド 
ナナカマド 
切丁ラ 
コシアフ,ラ 
コシア7'、ラ 
めアフ.ラ 
コッアフ・ラ

11
12
10 
1G 
11 
13 
15 
10
12
12

4
6

12
12
13
11
12
11
20
13

4
5

11
9 

148 
95 

105 
178 
126

12
64 

157
85 

166
13
10
12

5
4
4
5
2
4
5
2
4
6

No.101①山崎営林罟調査面積210n)2

SP. DBH H SP. DBII II 
(cm) (m) (cm) (m)

No.101②

4
1
5
2
3
2
1
1
5
4
2
1
1
1
5
9
5
2
2
1
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6
4
4
3
7
6
3
2
5
6
3
4
5
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5
5
6
7
5
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5
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Ho.101③ No.102①山崎営林署調査面積144m；

2
3
4
4
6

イ外カエテ’ 
ウワミス、可,クラ 
コシアフ•ラ 
ミズナラ・ 
切フ、、ラ

ウワミス’り・ク7 5
ノリウ舛・ 2
ムシカリ 3
ムシカリ 2
ムシカリ 2
”ミス''り’クラ 5
ウワミス‘り,クラ 5
ウワミス’り‘クラ 2
ウワミス''り、'クラ 2
"ミス’り’クラ 2

クリ 8
リョウブ 4
ミズナラ 3
ミズナラ 4
ミズナラ 5
ミズナラ 4
ミズナラ 4

ウワミス’ダクラ2 
クロモジ 4
クロモジ 3
クロモジ 3
”ミス"ラ1 
アス’キナシ 3
アス’キナシ 2
コシア戸ラ 8

4 
4
4 
3 
3 

翊丁う 4
ブナ 4
ムシカリ 1
ミズナラ 3

コシアフ‘ラ 4
ミズナラ 6
ソヨゴ 2
ブナ 5
ウワミス’圻クラ3 
ノリウッキ‘ 4
クロモジ 3
ナナカマト‘ 2
アス’キナy 4
アス、、キナシ 5
アス'•キナシ 5
ブナ 4
ナナカ仆、' 7
クロモジ 1
ウラシ''卩ノキ 1
ウワミス、'り''クラ4 
クリ 4
ミズナラ11 
ミズナラ 2
ミズナラ 2
クロモジ 2
ナナカ仆'' 2
ウワミス''り、、クラ2

SP. DBH H SP. DBH H
(cm) (m) (cm) (m)

ハウチワカエテ’ I ュシアフラ 7
ミズメ 2 タラノキ 4
ミズナラ 3 ウワミス’り’クラ 3
ミズナラ 3

No.102②

SP. DBH H SP. DBH H 
(cm) (m) (cm) (m)

SP. DBH H SP. DBH H
(cm) (m) (cm) (m)

3
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No.l①大津営林署奥伊吹国有林1027い2調査面積144m；

スギ 12 6 B
スギ 12 7 B
スギ 10 5 B
スギ 10 6 A
スギ 10 5 C
スギ 8 3
スギ 14 6
スギ 10 6
スギ 10 5 A
ミズナラ 2 2
ミズナラ 2 3
ミズナラ 2 3
ミズナラ 2 4
ミズナラ 2 3
ミズナラ 2 3
コナラ 6 4
コナラ 6 4
コナラ 2 2
コナラ 2 3
コナラ 2 2
コナラ 2 2
コナラ 2 3
ミズキ 2 3
ミズキ 2 2
ドロノキ I 2
ドロノキ 2 3
ドロノキ 2 3
"ドロノキ 2 3
クリ 2 2
カンバ属 2 2
卯シテ‘属 2 2
トチノキ 2 I

オニグルミ 4 4

SP. DBH H 樹形 SP. DBH H 樹形 
(cm) (m) (cm) (m)
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4
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4
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4

4
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ウワミス’ギクラ2 2
ウワミ;T歩クラ2 2
ウワミス’！Tクラ4 2
オッルミ 6 2
ミズキ 2 2
ミズキ 2 3
ミズキ 2 3
ミズキ 2 4
ミズキ 2 4
ミズキ 4 2
ミズキ 4 3
ミズキ 4 4
ミズキ 4 4
ミズキ 6 4
ミズキ 14 7

4 4

No.106山崎営林署調査面積80が

No.12金沢営林署大日山国有林1084た 調査面積168m2

SP. DBH H SP. DBH H
(cm) (m) (cm) (m)
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ミズナラ I
マンサク I
ホオノキ I
マンサク I
シナノキ I
ミズナラ I
ミズナラ I
穴汚,属 I
ッノハシハ,ミ I
卯シテ.属 I
ッノ n刃、.ミ i
ミズナラ i
ミズナラ l
キハダ I
ホオノキ I
ウワミス".クラI 
コシ77.ラ I
ミズナラ I

ヤマウルシ I
ウワミス.リ.クラI 
ミズナラ I
ミズナラ I
マンサク I
ヤマウルシ I
Y昆ウルシ I
ヤマウルシ I
マンサク I
ミズナラ I
マンサク I
クロモジ I
ミズナラ I

ヤマウルシ I
ミズキ I
マンサク I
ミズナラ I
ミズナラ I

2
I
2
2
2
I
2
2
I
2
I
I
2
2
2
I
2
I
I
2
2
2
2
2
I
I
2
2
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2
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I
2

N0.14福井営林署前坂国有林32は調査面積49m2

SP. DBH H 樹形 SP. DBH H 
(cm) (m) (cm) (m)
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4
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No.103① 山崎営林署 調査面積100m2 No.103②

SP. DBH 
(cm)

H 
(m)

SP. DBH 
(cm)

H 
(m)

SP. DBH 
(cm)

H 
(m)

7 3 リョウブ 2 ノリウ舛. 2 2
13 4 アス・キナシ 2 ノリウ舛. 2 2

5 3 アス’キナシ 2 ノリウッキ. 2 2
14 5 めア7.ラ 4 クロモジ 1 2

6 3 めア7.ラ 3 クロモジ 1 2
6 3 ミズナラ 3 クロモジ 1 2
7 3 ミズナラ 3 めア7.ラ 5
5 3 ミズナラ 3 2 リ・ヨウブ 1 2

11 5 ムシカリ 2 2 リョウブ 1 2
14 5 ミズナラ 2 2 リョウブ 1 2
11 4 ミズナラ 2 2 时チヮカ好. 2 2
10 5 ミズナラ 2 2 3777.7 3 4

6 3 ミズナラ 2 2 ブナ 1 2
7 4 ミズナラ 2 2 1777.7 1 2

13 6 クロモジ 1 2 リョウブ 2 2
2 2 ミズメ 3 3 リョウブ 2 2
6 3 ミズナラ 1 2 ノリウ舛. 2 2
4 3 ミズメ 3 3 ミズナラ 2 3

12 4 ミズメ 2 3 リョウブ 2 3
5 3 コジア7.ラ 6 ハウチワカエテ. 2 3
5 3 ホオノキ 4 •アオハダ 4 3
9 4 めア7.ラ 6 ミズナラ 3 2
1 2 めア7.ラ 5 ナナカマド 3
1 2 めア7.ラ 2 3 ナナカマド 3
1 2 めア7.ラ 2 3 めア7.ラ 3 3
2 3 ナナカマト. 2 3 —

ミズナラ 1 2 ミズナラ 3 2
ミズナラ 2 3 ヤマウルシ 1 2
ミズナラ 2 3 ヤマウルシ 1 2
ミズナラ 3 3 ヤマウルシ 1 2
ミズナラ 3 2 ヤマウルシ 1 2
リョウブ 1 2 ヤマウルシ 1 2
ミズナラ 4 3 ヤマウルシ 1 2
ミズナラ 6 4 クロモジ 1 2
ミズナラ 5 4 ノリウ舛. 1 2

1 2 クロモジ 2 2
1 2 ハウチワカエテ. 3 2
3 时チワ力:［テ. 3 2
3 めア7.ラ 4
3 ナナカマト. 6
4 ミズナラ 1 2
2 3 ムシカリ 3 2
1 2 リョウブ 2 2
1 2 クロモジ 1 2
4 クロモジ 1 2

め77“ラ 4 アス.キナシ 3 2

ミズナラ 3 ミズナラ 3 3
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ミズキ 12
クリ 4 4
クリ 3 4
クリ 2 4
バシテ‘属 3 4
穴疗属 2 3
リ折属 1 3
ミズメ 2 3
ミズキ 2 2
クリ 4 4
クリ 3 4
クリ 3 3
卯シテ・属 2 3
クマシテ+属 1 3
ホオノキ 2 2
クリ 3 2
ホオノキ 1 2
クリ 3 3
クリ 2 2
ミズメ 4 4

No.7松江営林署船通山国有林1003ち2調査面積100m2

SP. DBH H 樹形 SP. DBH H
(cm) (m) (cm) (m)
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No.15① 福井営林署奥山国有林280り調査面稍641112 阮•15②

リョウブ 1 2 ウッキ. 2
ミズナラ 1 2 册. 1
ミズナラ 1 2 クvシテ,属 2
ミズナラ 1 2 クマシテ.属 2
ミズナラ 1 2 ミズナラ 2
ミズナラ 1 3 クリ 3
穴厅属 1 3 ミズナラ 1
シロモジ 2 3 ミズナラ 1
シロモジ 2 3 クマシテ.属 2
穴疗属 3 3 ミズナラ 1
M1T 1 2 ネムノキ 2
サクラ属 1 3 サクラ属 1
ミズキ 1 2 Vマウルシ 1ryウルシ 1 3 マンサク 1
リョウブ 1 2 クマシテ.属 1
ミズナラ 2 3 クマシテ.属 1
ミズナラ 1 .3 ミズナラ 2
ミズナラ 1 2 ミズナラ 1
ミズナラ 2 3 クマシテ‘属 1
ミズナラ 1 2 ミズナラ 1
ガマズミ 1 3 サクラ属 1
穴沂’属 1 2 ドロノキ 3
クリ 2 3 ドロノキ 1
穴シテ‘属 1 2 サクラ属 2
タラノキ 1 2 サクラ属 1
穴シテ‘属 2 3 Yマウルシ 2YV処シ 1 2 サクラ属 1
穴シテ'属 1 3 ネムノキ 1
ウワミス’ザクラ 2 4 クマシテ・属 1
ウワミス‘り'クラ 2 4 ミズナラ 1
ウワミス'リ'クラ 1 2 クマシデ属 2
ウワミス'！rクラ 1 2 クマシテ‘属 1
ウワミス’!/・クラ 3 4 穴沂・属 1
ウワミス•!rクラ 1 3 クマシテ・属 1
ウワミス‘り'クラ 1 4 ヤマウルシ 2
ウワミス•り,グラ 2 4 ウツギ 1
ウワミス‘り'クラ 2 4 クマシテ‘属 1
ウワミス'り'クラ 2 4 ミズナラ 1
ウワミス‘り'クラ 1 3 ミズナラ 1
〃ミス'り,クラ 2 3 ウリハダカエテ・ 1
ウワミス.り'クラ 1 3 ヤマウルシ 1
ウワミス’！rクラ 1 3 ヤマウルシ 2
ウワミス'!rクラ 1 3 クマシテ‘属 1
ウワミス.り・クラ 2 3 ウワミス・ザクラ 1
ウワミス.り,クラ 2 3 ”ミス.ザクラ 1
加ミス•ザクラ 1 3 ウワミス.ザクラ 2
ウワ・ミス・ザクラ 1 2 ウワミス’ザクラ 1

ウワミス'ザクラ 2 3
ウワミス'ザクラ 1 2
ウワミス’ザクラ 2 3
ウワミス‘り'クラ 1 3
ウワミス・ザクラ 1 3
ウワミス’!rクラ 1 3
ウワミス・ザクラ 2 3
ウワミス"ザクラ 1 2
ウワミス'ザクラ 1 2
クマシテ‘属 1 2
クマシテ'属 1 3
ミズナラ 1 2

ヤマウルシ 2 3
ウツギ 1 2
ウツギ 1 2
ミズナラ 1 2
ホオノキ 3 4
ホオノキ 3 3
ホオノキ 1 2
ミズナラ 1 2
タラノキ 1 2
ッノハシ八'ミ 3 4
ツノハシ八'ミ 2 3
ツノハシ八'ミ 3 4
ッノハシ八'ミ 3 4
ツノハシn’ミ 2 3
ッノハシハ'ミ・ 2 3
クマジr属 2 3
クマシテ,属 2 3
クマシテ,属 1 3
ミズナラ 1 2
サクラ属 2 3
クマシテ'属 1 2
クマシテ‘属 1 2
クマシテ'属 1 3
グ7シテ‘属 1 3
クマシテ'属 1 2
クマシテ・属 2 3
クマシテ,属 1 2
リョウブ 1 2
ミズナラ 2 3
ミズナラ 3 3

イロハカエテ’ 1 2
クリ 3 4
クリ 4 4
イH肋エテ, 1 2
ミズナラ 1 2

DBH H 樹形 SP.
(cm) (m)

DBH H
(cm) (m)

SP. DBH H 樹形 SP. 
(cm) (m)

DBH H
(cm) (m)

3
 3
 3
 3
 3
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 3
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 3
 2
 3
 3
 2
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4
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No.15③ No.15④

(cm) (m)

ウワミス・ザクラ 2 4 ミズナラ 2 2
ウワミス'ザクラ 1 3 グ7ジテ‘属 2 3
ウワミス’ザクラ 1 3 クマジテ‘属 1 3
］シアフ‘ラ 1 3 クロモジ 1 2
ウツギ 1 2 クロモジ 1 2
クマシ戸属 1 3 クロモジ 1 3
サクラ属 2 4 クロモジ 1 2
ッノハシ八'ミ 2 3 クロモジ 1 2
ミズナラ 1 2 クロモジ 2 3

ッノハシn’ミ 2 3 クロモジ 1 3
サクラ属 1 2 クロモジ 1 3
リョウブ 1 2 クロモジ 1 3
リョウブ 1 2 クロモジ 1 3
リョウブ 1 2 クロモジ 1 2

イロ肋Iテ’ 1 2 クロモジ 1 3
ミズナラ 1 3 クロモジ 1 2
マンサク 2 3 クロモジ 1 2
マンサク 1 2 クロモジ 1 2
マンサク 2 3 クロモジ 1 3
クマシテ'属 1 2 クロモジ 1 2
クマシテ'属 2 3 クロモジ 1 2
クマシテ'属 2 3 クロモジ 1 2
クマシテ'属 1 3 クロモジ 1 2
クマシテ‘、属 1 3 クロモジ 1 2
ウツギ 1 2 クロモジ 2 3
クマシテ'属 1 2 クロモジ 1 3
クマジテ'属 1 2 クロモジ 1 2
クマシテ'属 1 3 クロモジ 2 2
クマシテ'属 1 3 クロモジ 1 3
ヤマウルシ 5 4 クロモジ 1 2
ヤマウルシ 7 4 クロモジ 1 2
クマシテ'属 1 3 クロモジ 1 2
クマシテ、、属 2 3 クロモジ 1 2
クマシテ'属 1 3 クロモジ 1 2
クマシテ'属 1 3 クロモジ 1 2
ホオノキ 2 2 クロモジ 1 3
クロモジ 1 3 クロモジ 1 2
クロモジ 1 3 クロモジ 1 2
クロモジ 1 2 クロモジ 1 2
クロモジ 1 2 クロモジ 1 3
クロモジ 1 3 クロモジ 1 2
クロモジ 2 3 クロモジ 1 2
クロモジ 1 3 •クロモジ 1 .2
クロモジ 1 2 クロモジ 1 2
クロモジ 1 2 クロモジ 1 2
クロモジ 1 2 クロモジ 1 2
クロモジ 1 2 クロモジ 1 2

SP. DBH H 樹形 SP. DBH H SP. DBH H 樹形 SP. DBH H 
(cm) (m) (cm) (m) (cm) (m)
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3
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No.201鳥取営林署 

スギの DBH5~8cra,H2.5
調査面租不定

〜4m。広葉樹の胸高断面租比は60%。

樹種 幹数 樹種 幹数

ミズメ 11 コシアう‘ラ 2
ヤマ扩ウシ 3 ミズナラ 3
キブシ 6 リョウブ 3
ヌルデ 4 タムシバ 11
マンサク 18 ブナ 4
クロモジ 3 アカシデ 2
タ二W 5 ァオハダ 1
ホオノキ 2 ハウチ7カエテ’ 3
ミズキ 6 ナッツハ‘キ 1
クマシデ 1 ナナカマド 2
コミネカエテ・ 2 キハダ 1
ソヨゴ 1 イダヤカエテ' 1
ムシカリ 2 7Xキナシ 2
ウリハタ‘カエテ’ 1

一 264 一

No.4松江営林署三谷国有林1051る調査面稍80n)2
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No.16① 福井営林署戸幽国有林1202に2調査面積55が No.16②

SP. DBH 
(cm)

H 
(m)

樹形 SP. DBH 
(cm)

H 
(m)

SP. DBH 
(cm)

H樹形 

(m)
SP. DBH 

(cm)
H 

(m)

スギ 6 4 B クロモジ 1 2 タムシバ 1 2 リョウブ 1 2
スギ 4 2 B ウリハグカIテ’ 1 2 ウ7ミス•リ.クラ 2 3 ミズキ 1 2
スギ 5 2 C ミズナラ 3 3 リョウブ 1 2 ミズキ 1 2
スギ 5 2 B クロモジ 2 2 クロモジ 1 2 ミズキ 1 2
スギ 6 3 B ミズメ 5 3 クロモジ 1 2 クロモジ 1 2
スギ 4 3 B ウワミス'リ‘クラ 1 2 クロモジ 2 3 クロモジ 1 2
スギ 7 4 B クロモジ 1 3 リョウブ 1 2 クロモジ 1 2
スギ 3 3 B クロモジ 1 2 ミズメ 3 4 ミズキ 1 2
スギ 3 2 B ミズメ 1 1 ミズキ 1 2 ウリハダカエテ, 1 2
スギ 7 2 C 叫W 1 2 ミズキ 1 2 ウリハダカエテ, 1 2
スギ 4 3 B ミズキ 1 2 ブナ 1 2 リョウブ 1 2
スギ 5 3 A ミズキ 2 3 ウワミス.リ.クラ 1 2 リョウブ 1 2
スギ 3 2 B ガマズミ 1 3 ウワミス、'！/,クラ 1 2 クロモジ 1 2
スギ 6 3 B ノリウヅキ, 1 2 イロ肋I戸 1 2 クロモジ 1 2
スギ 6 4 B ノリウヅキ, 1 2 ウリハダカエテ, 1 2 リョウブ 1 2
スギ 5 3 B ノリウヅキ. 1 2 リョウブ 1 2 リョウブ 1 2
スギ 4 3 B ヤVり,クラ 3 4 リョウブ 1 2 サクラ属 2 3
スギ 7 3 C ガマズミ 1 2 キハダ 1 3 サクラ属 1 2
イロハカエテ・ 1 2 キハダ 2 2 ウリハダカエテ・ 1 1 サクラ属 1 2
キハダ 1 2 ガマズミ 2 2 ウリM,カエテ, 1 2 サクラ属 1 2
ブナ 1 2 フジキ 1 2 クロモジ 1 2 サクラ属 1 2
フジキ 1 2 ッノハシ八,ミ 3 2 ウリハダカエテ, 1 2 サクラ属 1 2
リョウブ 1 2 ッノハシ八,ミ 2 2 リョウブ 1 2 サクラ属 1 2

ヤマハンノキ 1 2 ガマズミ 1 2 クロモジ 1 2 リョウブ 1 2
ノリウヅキ' 2 3 キハダ 2 2 マンサク 2 2 リョウブ 1 2
ウワミス‘リ'クラ 2 2 叫,カエテ, 2 3 ミズナラ 1 3 リョウブ 1 2
ミズナラ 1 2 マルハ’カエテ, 2 3 ガマズミ 1 2 リョウブ 1 2

ウ7ミス’ザクラ 2 3 キハダ 1 2 ウリハダカず 1 2 イタヤカエテ’ 1 2
ミズナラ 1 2 クロモジ 2 2 ■W、、カエテ, 1 2 サクラ属 1 2
シデ属 2 3 ノリウンキ、 1 2 "め、、ミ 1 2 クロモジ 2 2
イ口肋［テ・ 1 3 ウリハダカエテ, 1 2 リョウブ 1 2 クロモジ 1 2
イロ肋貯 1 2 ウリハダカIテ, 1 2 ブナ 2 3 リョウブ 1 2
マルハ,カエテ' 1 2 クロモジ 2 3 ブナ 1 2 クロモジ 1 2
ミズナラ 2 2 クロモジ 1 2 クロモジ 1 2 マンサク 1 3
ミズナラ 1 2 リョウブ 1 2 ミズメ 3 3 マンサク 1 2
ブナ 1 2 リョウブ 1 2 キハダ 1 2 サクラ属 1 2
ブナ 1 2 ウリハグカエテ+ 1 2 ウリハダ'カエテ’ 1 2 ミズナラ 1 2
”ミス’歩クラ 1 2 リョウブ 1 2 ミズナラ 2 3 クロモジ 1 2
ウリハ5テ・ 2 3 ミズナラ 3 . 3 • フジキ 1 2 クロモジ 1 2
ウリハダカ疗, 2 3 リョウブ 1 2 ミズキ 1 2 ブナ 1 2
ウリハダ待’ 1 2 •キハダ 1 2 リョウブ 1 2 リョウブ 1 2
タラノキ 2 2 フジキ 1 2 —
キハダ 1 2 イタヤカIテ’ 2 3
クロモジ 1 2 リョウブ 1 2
ミズキ 1 2 クロモジ 1 2

ヤマハンノキ 1 2 クロモジ 1 2
イH肋エテ・ 1 2 フジキ 1 2

一 265 —



No.104①山崎営林署調査面積50n)2 No.104②

2 
1 
2 
1 
2 
1 
2 

ミ1
ミヤマカ’年ス・ミ2 
ミヤマがマス’ミ1 
ミヤマカ'マス’ミ2 
ミヤマカ'マス’ミ！ 
ミヤマカ'マス'ミ2 
ミヤマカ'マス'ミ1 
ミヤマカ'マス,ミ2 
ミヤマカ'マス’ミ1 
ミヤマカ'マス'ミ1 
ミヤマカ'マス’ミ2 
ミヤマカ'マス'ミ1 
ミヤマカ'マス'ミ2 
ミヤマカ’マス’ミ1 
ミヤマカ,マス'ミ2 
ミヤマカ'マス、、ミ1 
ミヤマカ,マス'ミ2 
ミヤマカ,マス'ミ2 
ミヤマカ.マス'ミ! 
ミヤマカ.マス'ミ2 
ミヤマカ‘マス'ミ1 
ミヤマカ、、マス'ミ2 
ミヤマガ'マス’ミ1 
ミヤマカ.マス'ミ2 
ミヤマカ,マス.ミ1 
ミヤマがマス・ミ2 
ミヤマカ,マス.ミ1 
ミヤマカ.マス'ミ2 
ミヤマカ"マス.ミ1 
ミヤマカ''マス’ミ2 
ミヤマカ.マス'ミ1 
ミヤマがマス・ミ2 
ミヤマカ,マス’ミ1 
ミヤマカ’マス・ミ1 
ミヤマがマス.ミ2 
ミヤマがマス"ミ1 
ミヤマカ,マス.ミ2 
ミヤマがマス’ミ1 
ミヤマカ'マス'ミ2 
ミヤマがマス'' ミ1

タムシバ
タムシバ

SP. DBH H
(cm) (m)

アス.キナシ 6
ホオノキ 7
ホオノキ 3
ッノハシ八’ミ 4 4
ッノハシ八,ミ 3
ッノハシ八’ミ 4 3
スギ 3 2
タムシバ 3 2
ホオノキ 3 2
ホ+ノキ 1 2
コジアフ’ラ 6
ナナカマト. 4
リョウブ 4
リョウブ 4

イ外カエテ. 3
コシア7.ラ 3 3
コジア7.ラ 3 3
］シアフ'ラ 2 3
］シアフ'ラ 2 3
ハ.ツコヤナキ' 6
ハ'刃ヤナキ’ 3
リョウブ 4
ホオノキ 2 3
スギ 8 4
ミズメ 3 3
ミズメ 3 3
クリ 5 2
クリ 4 3
クリ 4 3
クリ 4 2
クリ 3 2
スギ 7 4
ハ.力ヤナキ' 3 3
ハ'力ヤナキ・ 3 3
ハ.ツコヤナキ. 3 3
ハ,ツコヤナキ. 3 3
ハ.ッIIヤナキ. 3 3
ノリウ舛. 3 2
ハウチワカエテ. 3 2

6 4
ミズメ 3 3

7 4
タムシバ 4
タムシバ 4
タムシバ 3
タムシバ 3
タムシバ 3

DBH H 
(cm) (m)

SP. DBH H
(cm) (m)

ミヤマカ‘マス'ミ2 
ミヤマカ’マス’ミ2 
ミヤマカ'マス,ミ1 
ミヤマカ‘マス'ミ2 
ミヤマがマス'ミ1 
ミヤマカ‘マス'ミ2 
ミヤマがマス'ミ1 
ミヤマカ‘マス'ミ2 
ハウチワカエテ‘1 
ハウチワカIテ.2 
ハウチワカエテ’1 
时チワカエテ’2 
ハウチワカエテ’2 
ハウチワカエテ’1 
ハウチワカエテ’2 
ハウチワカエテ’1 
时チワカエテ’2 
ハウチワカエテ,1 
ハウチワカエテ’2 
时チワカエテ’2 
时チワカエテ’1 
时チワカエテ’2 
ミズナラ1 
ミズナラ 2 
ミズナラ•1 
ミズナラ 2 
クロモジ 1 
クロモジ 2 
クロモジ 1 
クロモジ 2 
クロモジ 1 
クロモジ 2 
クロモジ 1 
クロモジ 2 
クロモジ 1 
クロモジ 2 
クロモジ 1 
クロモジ 2 
クロモジ 1 
クロモジ 2 
クロモジ 1 
クロモジ 2 
クロモジ 1 
クロモジ 2 
クロモジ 1 
クロモジ 2 
クロモジ1
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No.104④No.104③

SP. DBH 
(cm)

11 
(m)

SP. DBH 
(cm)

H 
(m)

SP. DBH
(cm)

H 
(m)

SP. DBH
(cm)

H 
(m)

クロモジ 2 クロモジ 1 タムシバ1 7ウリンウメモドキ1

クロモジ 1 クロモジ 2 タムシバ 2 フウリンウメモドキ2
クロモジ 2 クロモジ 1 タムシバ 1 フゥリgメモト'' キ！
クロモジ 1 クロモジ 2 タムシバ 1 フウリンウメモドキ2

クロモジ 2 クロモジ 1 タムシバ 2 フウリンウメモドキ1
クロモジ 1 クロモジ 2 フウリンウメモト'' キ！ フウリンウメモドキ2

クロモジ 2 クロモジ 1 フウリンウメモドキ2 フウリンウメモドキ1
クロモジ 1 クロモジ 2 ”リンウメモドキ1 フウリンウメモト''キ2
クロモジ 2 ノリウ舛. 1 フウリンウメモドキ2 ”リンウメモドキ1
クロモジ 1 ノリウリキ. 2 ”リンウメモドキ1 ”リンウメモドキ2
クロモジ 2 ノリウ舛. 2 フウリンウメモドキ2 ナナカマド ' 1
クロモジ 1 ノリウ舛. 1 フウリンウメモドキ1 ナナカマト. 1
クロモジ 2 ノリウ舛. 2 フウリンウメモドキ2 ハ.ッZ!ヤナキ、' 1
クロモジ 1 ノリウッキ. 2 フウリンウメモドキ1 ハ.ッ:!ヤナキ'' 2

クロモジ 2 ムシカリ 1 フウリンウメモドキ2 ハ.ッ］ヤナキ.1
クロモジ 1 ムシカリ 2 7ウリンウメモドキ1 ハ.ッ:!ヤナキ.2
クロモジ 2 ムシカリ 1 フウリンウメモドキ2 ミズメ 2
クロモジ 1 ムシカリ 2 フウリンウメモドキ1 ミズメ 2
クロモジ 2 ムシカリ 1 フウリンウメモト''キ2
クロモジ 1 ムシカリ 2 —

クロモジ 2 ムシカリ 1
クロモジ 1 ムシカリ 2

クロモジ 2 ムシカリ 1
クロモジ 1 ムシカリ 2
クロモジ 2 ムシカリ 1

クロモジ 1 ムシカリ 2
クロモジ 2 ムシカリ 1
クロモジ 1 ムシカリ 2

クロモジ 2 ムシカリ 1
クロモジ 1 ムシカリ 2
クロモジ 2 ムシカリ 1
クロモジ 1 ムシカリ 2
クロモジ 2 ムシカリ 1
クロモジ 1 ムシカリ 2
クロモジ 2 ムシカリ 1
クロモジ 1 ムシカリ 2
クロモジ 2 ムシカリ 1
クロモジ 1 ムシカリ 2
クロモジ 2 ムシカリ 1
クロモジ 1 ムシカリ 2
クロモジ 2 ムシカリ 1
クロモジ 1 ムシカリ 2
クロモジ 2 ムシカリ 1
クロモジ 1 ムシカリ 2

クロモジ 2 ムシカリ 1
クロモジ 1 ムシカリ 2
クロモジ 2 タムシバ 1
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